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ハニカム格子上のハバード模型におけるモット転移 

 
大塚 雄一 氏 

 (理化学研究所 計算科学研究機構) 
 
 2次元ハニカム(蜂の巣)格子上のハバード模型に対する数値計算の結果を紹介する。こ
の模型で相互作用のない場合、分散関係はフェルミ準位近傍で線形となるいわゆるディラ
ック電子系となっている。このため正方格子で見られるようなフェルミ面のネスティング
効果が存在せず、モット転移には有限の強さの相互作用(Uc/t)が必要となる。弱相関領域
の半金属相から強相関側の反強磁性絶縁体相への転移は以前から数値的に確かめられてい
た[1]が、最近この二つの相の間の比較的広い領域にスピン液体相が存在するとの指摘が
あり[2]注目を集めていた。それに対し我々はより大規模かつ高精度な量子モンテカルロ
計算を行い、提唱されたようなスピン液体相は少なくともそのような広い領域には存在し
えず、モット転移が半金属相から反強磁性絶縁体相への直接転移であることを強く示唆す
る結論を得た[3,4]。講演では補助場量子モンテカルロ法に関する定式化と計算の詳細に
ついても議論したい。 
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